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1. 木漏れ日  日食に限定せず、色々な証明で試したい、という発想はいい発想です！ 

 なお、日本で、今後観察される
日食は、次の通りです。 
2019年 1月 6日 
2019年12月26日 

2. 科学のABC  いろいろな物事に「なぜだろう」と考えるクセがあるとのことでした。それは、 
                       とてもいいクセです！ぜひ、コ 
                       メントにあるように、BやCまで 
                       続けて考えられるような習慣づ 
                                              けをしてもらえればと思います！ 

 逆説的なBを考えて、あえて、B
を否定するための検証Cを行う、と
いう手法もあります。ABCを一度身
につけると、様々な応用ができる
と思います。 

 科学的な手法で、パスツールととても似
た実験ですね。A：なぜ雑草が生えてくる
のか？B:自然に生えてくる。C:生えてくる
ものを全部引き抜いても、まだ生えてくる
なら、仮説が支持される。 

3. 論理的であること 
 ちょっと待ってください! 
自分が論理的でない、とい
うところから出発しないで! 

 論理は「当たり
前」の積み重ねです。
ちょっと練習すれば、
身につきます！ 

 また、感情の話と論理の話は区別しま
しょう！ 

 左のコメントにもあるように、論理的
に考えることができないと、流されてセ
ンメルヴェイスを殺す側の人間になって
しまいますよ！正しく考えることができ
るようにして、思い込みや偏見から自由
になりましょう！ 

 もしも民主主義を信奉して、
しかも過去の悲惨な経験を繰
り返したくなかったら、全員
が論理を理解する必要がある
でしょう！ 

 その気持ちもよくわかります。しかし、民主主
義を大切にするのであれば、やはり、根気強く対
応することも必要です。聞き手も、話し手の話力 
       に期待するのではなく、きちんと 
       聞ける能力も必要です。双方大事 
       ということですね。 

 いい指摘です！そっくりで
すね。人は自分が信じたいこ
とを信じる傾向があります。 
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4. シェルドレイクの実験 
 私がお話したことが、非常 
に的確に伝わったようです！特に、再現性が悪い
ような現象に対しては、客観的な事実をそのもの
として受け止める姿勢が必要だと思います！  現状では、ある、ない、という結論

は急がずに、こういう実験結果がある
のだ、ということにしておきましょう。 

 2つコメントをつけます。1つは、どれくらい増やせばいいですか？現状でも、1/4 の確率で当たると仮
定すると、1兆分の1以下でしか起こらないような実験結果が得られました。 1兆分の1をナメではいけませ
ん。「世界の中で1人選んだら自分だった」は、70億分の1です。それよりもずっと起こりにくいことです。 
もう1つは、さらに多くの実験をするのは誰でしょう？疑問に思ったら自分から飛び込んでいきましょう!! 

5. 科学と技術 
 つい、技術は軽
視されがちですが、
その通りですね！ 

 ありえるかもし
れません！ 

 現代的なトランジスタの発明は、
1940年代後半ですね。今、インパク
トが大きいのは、遺伝子の複製技術
です。 

              これも、後でお話し 
             することですが、この 
             段階で強調しておきま
す。科学と技術がお互いに影響して進展することは、
ある意味「自動的に」行われています。それを「良
い」とするかどうかは、また別問題です。特に戦争
に関連して考えるべきです。 

6. その他  積極的な発言を歓迎します！A:発言しにくいのはなぜか B：静かだから C: にぎやかな
ところで質問してみる。……かもしれませんが、それはダメですから、別のB,Cで考えて 

下さい。多分、そうい
う習慣がないというだ
けだと思います。 


